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要  旨 

 
みんなが親しめる干潟を都市臨海部に再生できることを実証し，干潟，も場，ヨシ原が持つ海水浄化機能や

生物生息機能等を活用した海域環境の改善技術や豊かな生態系の再生技術を確立することを目的とした，阪南2
区干潟創造実験が平成15年度から平成18年度にかけて行われた． 
実験では，国土交通省国土技術政策総合研究所が中心となって，近畿地方整備局，大阪府（港湾局・環境農

林水産部），独立行政法人港湾空港技術研究所，大阪市立大学，大阪府立水産試験場，民間共同研究グループ（鹿

島建設・大成建設・五洋建設・東洋建設）による共同研究が実施され，干潟の安定性に関する実験や，生物の

定着に関する実験等が進められた． 
 

キーワード：干潟再生，現地実験，生態系，生物生息場造成，順応的管理 
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Synopsis 
 

Tidal-flat construction at Hannan 2nd section was aiming for R&D for marine environment restoration 
in urban area.  Collaborative research project was set up by NILIM.  Kinki regional construction office, 
Osaka prefectural government, PARI, Osaka-city university, Osaka prefectural fisheries research institute 
and private sectors have joined to the project from FY2003 to FY2006.  Target of the project have been set 
1) stabilization of foundation and 2) recruitment of fauna and flora on the tidal-flat. 
 
Keywords: Costal wetland restoration, field experiment, eco-system, habitat creation, adaptive 

management  
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1. はじめに 

 
干潟は，浅海域において，無くてはならない多様な機能を発揮す

る可能性を持っている．例えば，１）基礎生産を担う機能，２）生

物生息機能，３）水質浄化機能，４）親水機能，５）環境の安定化

機能が代表的な機能である．干潟の再生ということは，こうした機

能も合わせて再生していくということであると考えられる．ところ

で，こうした機能は，どのように発揮されているのであろうか． 

干潟を単純に地形だけから見ると，干満を繰り返す潮間帯の場で

あり，海域へ土砂を投入することによって，容易に造成することが

可能である．しかし，干潟は本来，河川からの土砂供給と海域への

土砂流出のバランスにより河口デルタとして発達していくダイナミ

ックな地形であり，場そのものが遷移過程にあるとともに，そこで

生息する生物と環境との相互作用が活発な場でもある． 

そうした，変動を伴う場の中での，地形安定と生物生息の2面か

ら干潟の再生を考えていくことが必要であり，その段階としては，

以下の4つの段階があると考えられる． 

・ 地形の動的な安定 

・ 生産者・消費者・分解者の適当な割合での棲み分け 

・ 季節変動やイベントに対して，生態系とし回復力を持ち

持続的に維持されるとともに，生物の遷移が起こる 

・ 生態系として，洪水調節・生物生息・生物生産・海水浄

化・親水利用等の機能を発揮する 

こうした段階を経て，干潟を再生するためには，環境変動に即し

た順応的な場作りの技術とともに，生態系ネットワークを含む，生

物生息のための環境整備（生き物の棲みかづくり）といった技術が

必要である． 

 

2. 阪南2区における造成干潟 

 

平成7年の港湾計画改訂時に阪南2区整備事業の中に干潟の整備

計画が図-1のように位置付けられ，平成16年2月に総面積5.4 ha

の干潟が造成された． 

この干潟に用いられた浚渫土砂は，堺市に建設中の堺ＬＮＧセン

ターにＬＮＧ（液化天然ガス）を船で運び込むために必要となる桟

橋の建設工事（関西電力㈱が実施）で発生したものである．関西電

力㈱と大阪府港湾局は，この浚渫土砂を干潟造成に有効活用するた

めの協定を結び，干潟整備もあわせて関西電力㈱で行うこととなっ

た． 

これにより，大阪府は事業費の負担なしで人工干潟を早期に整備

することができ，また，関西電力㈱は近隣で浚渫土砂の搬出先を確

保でき，処分経費を縮減することができたのである． 

また，こうした干潟造成は，水質浄化や生物の生息場の提供とい

った機能を持つことが期待されている．阪南2区は大阪湾再生行動

計画における重点エリアのアピールポイントのひとつとして，

「人々が自然と快適に憩え豊かな生態系を育む干潟の再生と生物

環境学習の場」としても位置付けられている． 

この阪南2区造成干潟において，平成15年度より平成18年度にか

けて国土技術政策総合研究所（国総研）が中心となり，産官学の共

同研究プロジェクト「都市臨海部に干潟を取り戻すプロジェクト

（阪南２区干潟創造実験）」が進められた．このプロジェクトは，

市民が親しめる干潟を都市臨海部に再生しえることを実証するた

めに，干潟，海草・海藻場，ヨシ原が持つ海水浄化機能や生物生息

機能等を再生・強化する自然再生技術の確立を目指したものである

（図-2、付録Ａ）． 

3. おわりに 

 

 場の再生（復元）の評価について，また定説や汎用的な手法は開

発されていない状況にある．環境省は藻場の復元における配慮事項

として「あらかじめ設定した評価年次（中間年次を含む）において，

藻場の復元に係る目標が達成できているかが客観的に評価され，そ

の結果に応じて適切な措置が実施されるよう取り計らわれているこ

と．」と指摘している．こうした，評価に応じた措置の実施のために

は，順応的管理手法の導入が適当であり，今後の藻場の再生の推進

のためにも有効であると考える（図-3）． 

干潟・浅場の回復は，海の再生の象徴としての意義もあり，事業と

して（土木の視点），自然再生として（環境の視点），産業振興とし

て（水産の視点），生物多様性の向上として（生物の視点），それぞ

れ重要な取り組みであると位置づけられる．野鳥の池で示された一

つの可能性は，今後浅羽・干潟の回復による海の再生の推進に大き

な力となることが期待されている． 
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図１：阪南２区整備事業の完成イメージ 
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干潟完成直後の航空写真干潟完成直後の航空写真

アマモ場造成実験：水深の深い部分(1-2 m)で造成

実験を予定しています。写真は移植用の苗を室内
で育てている様子です。他に播種シートによる種蒔
きも行います。（東洋建設）

アマモ場造成実験：水深の深い部分(1-2 m)で造成

実験を予定しています。写真は移植用の苗を室内
で育てている様子です。他に播種シートによる種蒔
きも行います。（東洋建設）

干潟に様々な構造物を設置することで、地形を安定
化させる工法の開発を行っています。（鹿島建設・
大成建設）

干潟に様々な構造物を設置することで、地形を安定
化させる工法の開発を行っています。（鹿島建設・
大成建設）

泥干潟実験タンクの設置：造成干潟の上に泥（浚
渫土）を充填したミニ干潟を設置し、異なる地盤高
での生物定着や地形変化を観察しています。（五
洋建設）

礫浜完成状況：角礫や玉石の設置，配置時の密
度を変化させた礫浜をつくり、地形変動，環境調
査を実施します。その奥には、土嚢で囲われた
領域に造成した混合土エリアもあります。（東洋
建設）

礫浜完成状況：角礫や玉石の設置，配置時の密
度を変化させた礫浜をつくり、地形変動，環境調
査を実施します。その奥には、土嚢で囲われた
領域に造成した混合土エリアもあります。（東洋
建設）

ヨシの移植状況：潮のかぶらない地盤の高い領域
にヨシ原を造成する試みを行っています。（鹿島建
設・大成建設）

ヨシの移植状況：潮のかぶらない地盤の高い領域
にヨシ原を造成する試みを行っています。（鹿島建
設・大成建設）

水質調査：貧酸素水塊の発生や波浪・流れ等の生
物環境の基礎調査を行っています。（国総研・大阪
市立大学）

水質調査：貧酸素水塊の発生や波浪・流れ等の生
物環境の基礎調査を行っています。（国総研・大阪
市立大学）

図２：阪南2区造成干潟における共同実験 

Objectives
個別目標

個別目標
・地形、泥分の制御

（年間＊＊ｃｍの堆積
泥分＊＊％の維持）

レベル２ Objectives
個別目標

個別目標
・地形、泥分の制御

（年間＊＊ｃｍの堆積
泥分＊＊％の維持）

レベル２

Review
管理手法のレビュー

Implementation
管理手法の設定・改善

Monitoring
モニタリング

包括的目標
（地形・泥分が長期的に緩や
かに変化し、水質・生物が持
続的に生息できる環境）Goal

目的
レベル１

具体的管理手法の提案
例えば：通水量の制御
上流からの泥輸送制御

レベル３ 具体的管理手法の提案
例えば：通水量の制御
上流からの泥輸送制御

レベル３

図３：順応的管理の考え方 
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付録 A: 阪南2区干潟創造実験報告パンフレット「干潟を創る」 抄録 

全文(A4版24ページ)は，http://www.ysk.nilim.go.jp （港湾環境情報）より入手可 
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